
令和３年度病床機能報告の集計結果の状況（暫定値）

（医療局医療政策課）

１ 病床機能報告制度（医療法第30条の13）

○病床機能報告制度は、医療介護総合確保推進法（平成26年6月成立）により改正された医

療法第30条の13に基づく制度である。（平成26年10月施行）

○医療機能の分化・連携の推進のため、県は毎年度医療機関からその有する病床において担っ

ている医療機能の現状等を病棟単位で報告を受ける。

○県には公表義務があり、県ホームページでの公表や、地域医療構想調整会議等での協議に活
用していく。

２ 令和３年度報告結果

（１）報告状況

（２）過去３年間の病床数の推移と地域医療構想における病床の必要量との比較

○全体

・令和３年度の最大使用病床数は28,249床であり、昨年度の29,876床から1,627床減少した。

・令和３年度より稼働病床の算出方法が最大使用病床として明確に示されたことから、昨年度

より稼働病床数は大幅に減少しているものの、病床の稼働状況がより実態に近づいた。

○一般病床（高度急性期、急性期、回復期）

・高度急性期、急性期、回復期の割合は令和２年度病床機能報告と同様の傾向であった。

・2025年の必要病床数と比較した場合では、回復期が不足していることから、さらに回復期

への機能転換を進めていく。

○療養病床（慢性期）

・慢性期の割合は令和２年度病床機能報告と同様の傾向であった。

・2025年の病床必要量と比較して1,000床以上多い状態であるが、毎年順調に減少し続けて

いる。今後も介護医療院等への転換を推進し、乖離を解消していく。

（全県)

報告対象 Ｒ２ Ｒ３ 増減 備考

病院 １４０ １３９ ▲１ 報告率100%

診療所 １５４ １４８ ▲６ 報告率100%

合計 ２９４ ２８７ ▲７

（暫定値）

資料２
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（３）構想区域別の病床の稼働状況と構成比（暫定値）

実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
高度急性期 5,285 18% 5,303 19% 3,160 12% 18 ▲ 2,143
急性期 11,792 39% 10,656 38% 9,084 34% ▲ 1,136 ▲ 1,572
回復期 4,684 16% 4,633 16% 7,903 30% ▲ 51 3,270
慢性期 8,115 27% 7,657 27% 6,437 24% ▲ 458 ▲ 1,220

計 29,876 28,249 26,584 ▲ 1,627 ▲ 1,665
高度急性期 0 0% 0 0% 20 3% 0 20
急性期 256 33% 260 34% 186 28% 4 ▲ 74
回復期 160 21% 158 20% 271 41% ▲ 2 113
慢性期 353 46% 353 46% 182 28% 0 ▲ 171

計 769 771 659 2 ▲ 112
高度急性期 64 6% 64 6% 84 8% 0 20
急性期 498 47% 491 50% 365 34% ▲ 7 ▲ 126
回復期 161 15% 139 14% 384 36% ▲ 22 245
慢性期 329 31% 291 30% 235 22% ▲ 38 ▲ 56

計 1,052 985 1,068 ▲ 67 83
高度急性期 869 14% 873 15% 609 12% 4 ▲ 264
急性期 2,684 43% 2,379 40% 1,588 32% ▲ 305 ▲ 791
回復期 954 15% 955 16% 1,572 32% 1 617
慢性期 1,665 27% 1,734 29% 1,160 24% 69 ▲ 574

計 6,172 5,941 4,929 ▲ 231 ▲ 1,012
高度急性期 260 10% 254 11% 208 8% ▲ 6 ▲ 46
急性期 1,153 46% 1,054 44% 867 33% ▲ 99 ▲ 187
回復期 538 21% 518 22% 859 33% ▲ 20 341
慢性期 555 22% 553 23% 676 26% ▲ 2 123

計 2,506 2,379 2,610 ▲ 127 231
高度急性期 1,506 24% 1,477 26% 773 15% ▲ 29 ▲ 704
急性期 2,067 33% 1,845 32% 1,760 34% ▲ 222 ▲ 85
回復期 846 14% 810 14% 1,370 26% ▲ 36 560
慢性期 1,772 29% 1,613 28% 1,299 25% ▲ 159 ▲ 314

計 6,191 5,745 5,202 ▲ 446 ▲ 543
高度急性期 468 14% 645 21% 321 10% 177 ▲ 324
急性期 1,565 47% 1,291 41% 1,133 35% ▲ 274 ▲ 158
回復期 586 18% 535 17% 1,054 32% ▲ 51 519
慢性期 705 21% 672 21% 738 23% ▲ 33 66

計 3,324 3,143 3,246 ▲ 181 103
高度急性期 388 14% 386 14% 256 9% ▲ 2 ▲ 130
急性期 997 36% 954 35% 1,081 38% ▲ 43 127
回復期 563 20% 625 23% 821 29% 62 196
慢性期 847 30% 769 28% 698 24% ▲ 78 ▲ 71

計 2,795 2,734 2,856 ▲ 61 122
高度急性期 1,730 24% 1,604 24% 889 15% ▲ 126 ▲ 715
急性期 2,572 36% 2,382 36% 2,104 35% ▲ 190 ▲ 278
回復期 876 12% 893 14% 1,572 26% 17 679
慢性期 1,889 27% 1,672 26% 1,449 24% ▲ 217 ▲ 223

計 7,067 6,551 6,014 ▲ 516 ▲ 537

病床機能報告 病床の必要量 比較
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（参考）令和３年度病床機能報告における主な変更点一覧

令和３年度病床機能報告では、実態に即した病床の稼働状況に加え、季節変動を見込んだ年間

診療実績やコロナ対応状況等を把握するため、報告対象期間や内容が見直されている。

＜調査対象期間の変更＞

※Ⅰ：医療機能、入院患者数、人員配置等に係わる調査 Ⅱ：診療実績（手術件数等）に係わる調査

★：許可病床数・医療機能等

H30 R元 R2 R3 R4
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

実施せず

令和元年度
病床機能報告

令和２年度
病床機能報告

令和３年度
病床機能報告

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

様式 項目
変更前

（令和２年度報告まで）

変更後

（令和３年度報告から）

Ⅰ

病床数に係る項目
・前年７月から報告年６月

までの｢稼働病床数｣を報告

・前年４月から報告年３月までの

｢最大使用病床数｣と「最小使用病床

数（任意）」を報告

コロナの対応

状況に係る項目
―

・コロナ対応のために臨時的に増床し

た病床数等を報告

年間実績を報告

する項目

例：新規入棟患者数、

救急車の受入件数等

・前年７月から報告年６月ま

での年間実績を報告

・前年４月から報告年３月までの月別

の年間実績を報告

１か月間の実績

を報告する項目

例：分娩件数等

・報告年６月１か月分の

実績を報告

・前年４月から報告年３月までの月別

の年間実績を報告

Ⅱ

１か月間の実績

を報告する項目

例：手術件数等

・報告年６月診療分の入院

診療実績を報告

（令和２年度は実施せず）

・前年４月から報告年３月診療分の月

別の入院診療実績を報告

報告年7/1時点の
医療機能・許可病床数

（変更なし）

◎報告対象期間の変更
前年７月～報告年６月分を報告していた項目
⇒前年４月～報告年３月
報告年の６月１ヶ月分を報告していた項目
（主に様式Ⅱ）⇒前年４月～報告年３月
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